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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

  すすべべててのの物物質質ははボボソソンンととフフェェルルミミオオンンにに分分けけるるここととががででききまますす。。ボボソソンンはは 11 つつのの状状態態をを複複数数のの粒粒子子がが占占めめるるこことと

ががでできき，，フフェェルルミミオオンンはは１１つつのの状状態態をを 11 粒粒子子ししかか占占めめるるここととががででききなないい（（パパウウリリのの排排他他律律にによよるる））とといいうう特特徴徴ががあありりまま

すす。。ここののたためめ，，温温度度ががほほぼぼゼゼロロのの低低温温ののとときき，，ボボソソンンととフフェェルルミミオオンンはは異異ななっったたふふるるままいいをを示示ししまますす。。ボボソソンンのの場場合合

ににははエエネネルルギギーーゼゼロロのの最最低低エエネネルルギギーー状状態態へへ全全粒粒子子がが集集ままるるボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮（（図図 11））がが起起ここりり，，フフェェ

ルルミミオオンンのの場場合合ににはは最最低低エエネネルルギギーー状状態態かからら順順番番にに粒粒子子がが埋埋ままっっててゆゆきき，，フフェェルルミミ面面ををつつくくりりまますす（（図図 22））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

          

  

図図 11：：ボボソソンン                図図 22：：フフェェルルミミオオンン  

  

ここここでで，，ボボソソンンととフフェェルルミミオオンンをを混混合合しし，，互互いいがが相相互互作作用用ををししてていいるる場場合合ににははどどののよよううななふふるるままいいをを示示すすののかかをを研研

究究ししてていいまますす。。具具体体的的ににはは，，ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用をを引引力力ととしし，，そそのの強強ささにによよりりボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン

凝凝縮縮のの転転移移温温度度ははどどののよよううにに変変化化すするるかかをを調調べべてていいまますす。。    

ままたた，，ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用がが引引力力ののとときき，，低低温温でではは系系がが不不安安定定ににななりりまますす．．不不安安定定ににななるる温温度度のの，，

ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用のの強強ささにによよるる変変化化ににつついいててもも調調べべてていいまますす。。  
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ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン混混合合多多体体系系ののボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮 
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

現現在在のの宇宇宙宙論論でではは、、宇宇宙宙のの構構成成要要素素はは「「通通常常のの物物質質」」、、「「暗暗黒黒物物質質」」、、「「暗暗黒黒エエネネルルギギーー」」のの３３つつのの成成

分分にに大大別別ででききるるととさされれてていいまますすがが、、通通常常のの物物質質のの割割合合ははわわずずかか５５％％程程度度ででししかかなないいここととががわわかかっってていい

まますす。。ここのの結結果果、、素素粒粒子子標標準準理理論論をを超超ええるる理理論論かからら現現れれるる新新粒粒子子がが暗暗黒黒物物質質のの有有力力候候補補ととししてて考考ええらら

れれるるよよううににななりりままししたた。。現現在在、、そそのの正正体体をを解解明明すすべべくく、、理理論論・・実実験験のの両両面面かからら研研究究がが行行わわれれてていいまますす。。

ままたた、、22001155 年年 99 月月ににはは世世界界初初のの重重力力波波直直接接検検出出がが達達成成さされれ、、ブブララッッククホホーールル連連星星のの存存在在がが観観測測にによよっっ

てて初初めめてて示示さされれままししたた。。以以来来、、多多くくのの重重力力波波イイベベンントトがが検検出出さされれてていいまますす。。ここののよよううにに、、宇宇宙宙にに関関すす

るる研研究究開開発発はは日日進進月月歩歩のの発発展展をを遂遂げげてておおりり、、暗暗黒黒物物質質、、重重力力波波、、ブブララッッククホホーールルにに関関すするる研研究究がが世世界界

各各国国でで活活発発にに行行わわれれてていいまますす。。  

私私ははここれれままでで、、暗暗黒黒物物質質がが重重力力波波検検出出器器にに衝衝突突ししたた際際にに生生じじるる信信号号のの考考察察、、重重力力波波ののデデーータタ解解析析、、

ブブララッッククホホーールルががままわわりりのの時時空空にに与与ええるる影影響響のの議議論論、、とといいっったた研研究究をを行行っっててききままししたた（（イイメメーージジ図図をを

下下記記にに掲掲載載））。。ままたた現現在在はは、、重重力力波波にに関関すするる研研究究をを主主にに行行いい、、一一般般相相対対性性理理論論ををははじじめめととすするる重重力力理理論論

のの検検証証やや宇宇宙宙にに関関すするる研研究究をを遂遂行行ししてていいまますす。。  
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